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●案内文書 
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●取組の工夫  
本巣小学校では、以前から１家庭１ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに取り組まれていました。

昨年よりボランティアをわが家の約束に取り入れて実践されていまし
た。今年から、家庭内での約束を決めて、親子で話したり、語ったりし
ながら取り組むことを大事にして実践されました。 
カードや案内は、今年の県パンフレットからイラストやその目的、事

例等を引用して作成されています。よく調べられて利用されていると感
じます。 

●振り返り 

◎まとめもいいですね：取り組んだ後に集計されているのが凄いですね。お手伝い(１３７人)・生活習慣(１７３人)等の割
合を図表で示されています。「おはよう」「ありがとう」等のあいさつも多く、コミュニケーションがよい事が分かります。 

●メッセージの紹介 
 
振り返りの案内には１

～６年までのメッセージ
が、丁寧に紹介されていま
す。 
◆子どもからは家族の一
員としての自覚が 

・１年生 
自分の準備をがんばる 
ママが休めるようにが

んばります 
 
◆保護者からは励まし
の言葉が 

・１年生 
家族にハグして朝から
挨拶 
ギュッとするたびに、大

きくなったなぁと思いま
した。これからもギュッと
させてね。 
  
家族ならではの思いや
りの言葉がイイですね。 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：河野  
（℡058-272-8752） 

今年度の県のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄなどを利用して実践 



本巣市立一色小学校 わが家の防災会議    

近く起こるであろうと言われる南海トラフによる巨大地震に備えて、各家庭で話し合って決めていけるよう
に、詳しい観点を示したカード・案内が作られています。昨年、防災の講演会も行われ、この取組を始められ
たそうです。今年の夏休みにも実施することで、昨年の内容の確認ができ、意識向上を図っていますね。 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●案内文書 

M さんのカードの表 

Tさん

のカー

ド裏  

避難所

へのコ

ース 

A・B 

の記入 

離れ離れになった
時の連絡方法 

コメント 
実際のカードを見ると、私の役割(防災バックを持つ)、

家の中での避難場所（自分の部屋の机の下）、避難する時

の出口・通路(和室の窓から庭へ)と明確になっています。 

このカードは家に掲げておくことになっており、チェ

ックできるようにしてあります。具体的に何をするのか

を考えることで、緊急時にそれを見れば落ち着けると感

じました。 
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各務原市立川島中学校 

食事を作ったら、写真とレポートにより、各学級での作品は PTA の役員が全作品を見て

学級代表を決定、その中から各学年1作品をPTA会長賞とします。作品には、作った時の

子どもの親への気持ち、親から子ど

もへの感想を書き、総合的に見て、

親子の絆が感じられるものという基

準で協議されました。 

表彰式では各学年、学級の表彰

される子がPTAの森委員長より発表

され、学年代表が壇上にて表彰され

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1食作り・お弁当作りを通して考えたことや感じたこと 
残っている食材や調味料を考えて調理する大

変さが分かった。高い食材を無駄にしないように
色々な料理に作っているお母さんはすごいと感
じた。栄養がたくさん入っているごはんが毎日食
べられていることに感謝しながら残さずに食べ
たり、手伝ったりしたい。 

お家の方より 
家にある食材で、主食

や副食を作れたと思う。
夏野菜、旬の野菜を工夫
して作ることが体にも
良いことを分かってほ
しいなと思う。 

福永純一ＰＴＡ会長が表彰後のあい

さつで「10 年以上川島中学校で続い

ている活動で、料理をしながら、『自分

はこんな食材が好きで使いたい、嫌い

だから使いたくない。』などと親子で会

話する事が大事で、家族の絆が深まり

ます。いつも作ってくれる方に感謝し、

勉強にも生かしてください」とこの取組

の趣旨を話されました。 

表彰後、表彰作品が 1 年間廊下に

掲示されます。学級での作品の選出か

ら、表彰作品の選出まで保護者主体で

取り組まれ、ＰＴＡ会長が表彰式で手

渡しする姿から、生徒たちも大事にし

ている活動（提出率が約9 割）であるこ

とがわかる素晴らしい取組だと感じまし

た。 

夏休み PTA親子ふれあい活動  
1食作り・お弁当作りレポート表彰式 

校舎内の掲示 

主食：ごはん 
主菜：ピーマンの肉詰め 
副菜：ゴーヤサラダ 
   肉じゃが 

ゴーヤチャンプルー 
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2年生掲示 



瑞穂市立本田小学校 夏休みの取組、2つのアイデア！ 

「話そう！語ろう！わが家の約束」と「読もう！語ろう！わが家の読書」 

       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1食作り・お弁当作りを通して考えたことや感じたこと 

僕は一食作りを通してカレーそのものを作るのが少し

大変ですがそれ以上に人の事を気づかって 1 食するのが

大変でした。このことは1食作りをしなければ分からなか

ったので良い経験になりました。 

コメント 

実践カードを使って、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の実践を行い、基本的な生活習慣に取り組み、またこのカードを利用して家族
で読み聞かせ、読書の取組を進めています。瑞穂市では家庭教育学級の説明会でも「瑞穂市子どもの読書活動推進計画」の紹介で「本に親し
み、本に楽しみ、本に学ぶみずほの子の育成」を基本目標にしているという事で、このアイデアがあります。すごいですね。 

委員のまとめより 

お手伝いや、生活習慣(あいさつや時間を守る等)を約束にした
方が多くありました。「朝ラジオ体操をする」という方も何名かい
らっしゃいました。 
 やってみてよかった、というお子さんの感想が多かったです。
またお子さんに感謝をしたり、「がんばったね」と褒めたりする保
護者の方のメッセージが多く、とても温かい気持ちになりました。 
 

委員のまとめより 

低学年のお子さんは、謎解きをする本や、図鑑を多く読んでいま
した。保護者の方も、「久しぶりに親子で読んだ」「もともと読む習
慣はあったが、さらに読むことができた」という感想が多くありま
した。 
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北方町立北方中学校 1枚に2つの取組のアイデア！ 

１．親子で料理」 と裏に ２．家庭でＮＯメディア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北方中学校では、夏休みに在宅型の取組として、『親子で料理』

と『家族でＮＯメディア』に取り組まれました。1枚の紙の裏表に

カードを印刷してあります。2つの取組を1枚にということで、忘

れずに実施できますね。また使い方も利用する方の工夫で、『親子

で料理』では、取組の内容は、出来上がりの方が多いのですが、作

り方を1ページにまとめたものもあります。どれも家庭からの言葉

が温かく、コミュニケーションに役立てている事が分かります。 

『家族でＮＯメディア』は「第 1 回の家庭教育学級『ＳＮＳと

どうかかわっていったらよいか』」を宮部校長先生を講師として実

施し、感想には「まずは親が手本となるように、スマホの使い方を

改めようと思いました。家庭で日頃から何でも話し合える環境を築

いていきたいです」とありました。この夏休みにつなげて取り組ん

でいます。 

ここでは、取り組んだ人の合計の時間とあり、保護者の感想には、

母、父、祖父母が付箋に書き張り付けてあるものもあり、家族で取

り組んだ様子がよく分かるものでした。委員長さんが感想をまとめ

られました。 

生徒 

・夕食時にテレビを消すことで、いつもより会話が弾んだのでよか 

った。 

・今年は特に受験生だったので、このような取り組みがあって良か

ったと思いました。これを続けたいです。 

保護者 

・食事中にテレビ・スマホから離れることで、会話も増え、ご飯も

おいしく感じました。 

・取組という事で、普段は別々ですが、食事だけ同じ時間にしまし

た。食事中にその日の出来事が話せたのは成果だと思います。 
 
家庭内での工夫があったようですね。やってみるという事が次の

取組を生むようですね。 
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1食作り・お弁当作りを通して考えたことや感じたこと 

僕は一食作りを通してカレーそのものを作るのが少し

大変ですがそれ以上に人の事を気づかって 1 食するのが

大変でした。このことは1食作りをしなければ分からなか

ったので良い経験になりました。 

案内文書 
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 今回の通信には、それぞれの学校での在宅の取組が載せてあります。自由に約束を決めて取り組む方

法と、ある分野を区切って取り組む方法またはそのどちらも行う方法といったように、工夫があります。

回収するために、案内文書とカードを1枚にしている学校もあります。「話そう！語ろう！わが家の約束」

運動の広がりがこのような工夫を生んでいると感じます。素晴らしい取組が続き、家庭での絆作りに役

立てれば有難いです。今一度今年度のリーフレットを載せます。ホームページには昨年度までのリーフ

レットやチラシもありますのであわせてご覧ください。 


